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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報

当第 2 四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、国内につきましては緩やか

な回復基調で推移しているものの、海外につきましては、中国、欧州などにおいてより一層先行きの不

透明感を強めながら推移いたしました。 

 このような状況のもと、当社グループは国内外において金融ビジネスが好調に推移したことにより、

連結売上高は 55,696 百万円（前年同期比 14.1％増、6,873 百万円の増）を計上いたしました。 

損益につきましては、金融ビジネスにおける増収効果に加え、全社横断的に取り組んでいるコストダ

ウンの効果を主に、連結営業利益は 2,019 百万円（前年同期比 372.9％増、1,592 百万円の増）、連結経

常利益につきましては 1,864 百万円（前年同期比 223.5％増、1,288 百万円の増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益につきましては 1,285 百万円（前年同期比 274.6％増、942 百万円の増）を計上いたしま

した。 

①当第 2 四半期連結累計期間の概況

2014年度 
第2四半期連結累計期間 

2014年４月１日～ 

2014年9月30日

2015年度 
第2四半期連結累計期間 

2015年４月１日～ 

2015年9月30日 

前年同期比 

売上高比(%) 売上高比(%) 増減率(%) 

売 上 高 48,822 100.0 55,696 100.0 6,873 14.1 

国 内 33,267 68.1 38,926 69.9 5,658 17.0 

海 外 15,554 31.9 16,770 30.1 1,215 7.8 

営 業 損 益 426 0.9 2,019 3.6 1,592 372.9 

経 常 損 益 576 1.2 1,864 3.3 1,288 223.5 

親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 損 益 
343 0.7 1,285 2.3 942 274.6 

2015 年度第 2四半期累計期間の平均為替レート：121.81 円/米ﾄﾞﾙ、19.44 円/中国元 
2014 年度第 2四半期累計期間の平均為替レート：103.05 円/米ﾄﾞﾙ、16.63 円/中国元 

②セグメント別の概況

当第 2四半期連結累計期間における各セグメント別の概況は以下のとおりです。

＜金融ビジネス＞ 

2014 年度 

第 2四半期累計 

2015 年度 

第 2四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 21,259 30,300 9,040 42.5 

営 業 損 益 666 2,439 1,772 

金融ビジネスにつきましては、国内市場が大きなリプレース時期を迎えており、これらの需要に対し確

実に対応したことにより、ＡＴＭおよび営業店端末ならびに関連ソリューションが伸長いたしました。さ

らに、海外向けメカコンポーネントにつきましても、中国および欧州市場向けが引き続き好調に推移した

ことなどにより、連結売上高は 30,300 百万円（前年同期比 42.5％増、9,040 百万円の増）を計上いたしま

した。 

損益につきましては、上記の増収効果に加え、フィリピン工場の拡充による製造効率の向上、ならびに

コストダウン努力により、連結営業利益は2,439百万円と前年同期比では1,772百万円増加いたしました。

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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＜流通ビジネス＞ 

2014 年度 

第 2四半期累計 

2015 年度 

第 2四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 8,682 7,266 △1,416 △16.3

営 業 損 益 △459 △597 △137

流通ビジネスにつきましては、北米ＰＯＳビジネスの商流見直しによる減収影響などにより、連結売

上高は 7,266 百万円（前年同期比 16.3％減、1,416 百万円の減）となりました。なお、上記の商流見直し

による影響額△1,896 百万円を除けば堅調に推移いたしました。 

損益につきましては、国内モバイル端末の価格競争の激化や前年度にあったＲＦＩＤの大口商談の一

巡などにより、連結営業損失は 597 百万円と前年同期比では 137 百万円悪化いたしました。 

＜産業・公共ビジネス＞ 

2014 年度 

第 2四半期累計 

2015 年度 

第 2四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 9,525 8,917 △607 △6.4

営 業 損 益 180 255 74 

産業・公共ビジネスにつきましては、トータリゼータ関連ビジネスの運用/保守は堅調に推移いたしま

したが、端末の更新需要が端境期を迎えており、連結売上高は 8,917 百万円（前年同期比 6.4％減、607

百万円の減）となりました。 

損益につきましては、売上高は減少したもののコストダウンの効果などにより、連結営業利益は 255

百万円と前年同期比では 74 百万円の増加となりました。 

＜サービスビジネス＞ 

2014 年度 

第 2四半期累計 

2015 年度 

第 2四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 8,847 8,681 △165 △1.9

営 業 損 益 516 517 0 

サービスビジネスにつきましては、ＬＣＭサービスなどが堅調に推移いたしましたが、一部スポット

サービスの減少もあり、連結売上高は 8,681 百万円（前年同期比 1.9％減、165 百万円の減）、連結営業利

益は 517 百万円と前年同期並みで推移いたしました。 

＜その他＞ 

 その他ビジネスには、金型・切削加工事業や福利厚生事業などが含まれており、連結売上高 530 百万

円（前年同期比 4.6％増、23 百万円の増）、連結営業利益 98 百万円となりました。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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(2)連結財政状態に関する定性的情報

①資産・負債・純資産の状況 （単位：百万円） 

2014年度 

連結会計年度末 

（2015年3月31日） 

2015年度 

第2四半期連結会計期間末 

（2015年9月30日） 

増 減 

金 額 金 額 金 額 増減率(%) 

資産合計 72,671 71,091 △1,579 △2.2

負債合計 34,385 31,703 △2,681 △7.8

純資産合計 38,285 39,387 1,101 2.9 

（借入金） (1,443) (-) (△1,443)

自己資本比率 52.4% 55.1% 2.7 

当第 2四半期連結会計期間末の資産合計は 71,091 百万円と、前年度末から 1,579 百万円減少いたしま

した。前年度末に集中した売上に係る売掛金を回収したことにより減少いたしました。 

負債合計は 31,703 百万円と、前年度末から 2,681 百万円減少いたしました。なお、前年度末にありま

した借入金については全額返済いたしました。 

純資産合計は 39,387 百万円と、前年度末から 1,101 百万円増加いたしました。その結果、自己資本比

率は 55.1％と、前年度末から 2.7 ポイント増加いたしました。 

②キャッシュ・フローの状況 （単位：百万円） 

2014年度 

第2四半期連結累計期間 

2014年４月１日～ 

2014年9月30日 

2015年度 

第2四半期連結累計期間 

2015年４月１日～ 

2015年9月30日 

前年同期比 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 3,971 4,903 931 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △1,640 △1,294 345 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △739 △2,244 △1,504

Ⅳ.現金及び現金同等物の四半期末残高 7,965 9,493 1,527 

当第 2 四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前年度末の売掛金を回収したこ

とにより、4,903 百万円となりました。前年同期比では、931 百万円の収入増となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△1,294 百万円と、前年同期比では 345 百万円の支出減となり

ました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは借入金の返済により、△2,244 百万円となりました。前年同期比

では 1,504 百万円の支出増となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の期末残高は 9,493 百万円となりました。 
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(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては、中国および欧州などの海外経済動向の不透明感が強まっていること

などから、平成 27 年 4月 28 日に公表いたしました業績予想を据え置いております。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平成 25 年 9

月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第 1四半期連結会計期間から適用し、支配が継

続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第 1四半期

連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配

分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第 2四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 当第 2 四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴

わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・

フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を

伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項（4）、連結会計基準第 44-5 項（4）

及び事業分離等会計基準第 57-4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第 1四半期連結会計期

間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第 2 四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第 2四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 9 月 30 日） （単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

金融 

ビジネス 

流通 

ビジネス 

産業・公共 

ビジネス 

サービス

ビジネス

売上高 30,300 7,266 8,917 8,681 530 55,696 － 55,696 

営業利益又は 

営業損失（△） 
2,439 △597 255 517 98 2,712 △693 2,019 

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、金型・切削加工事業、

従業員向け福利厚生事業等を含んでおります。 

（注２）営業利益又は営業損失の調整額△693 百万円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用

△693 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究等の

戦略費用及び親会社のグループ経営管理・サポート機能に係る費用等であります。

(5)重要な後発事象

該当事項はありません。
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５．補足情報 

平成 28 年 3 月期（連結） （単位：百万円） 

第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

27 年 4 月～27年 6月 27 年 7 月～27年 9月 27 年 10 月～27 年 12月 28 年 1 月～28年 3月 

売 上 高 24,240 31,456 

売 上 総 利 益 4,433 6,284 

営 業利益又 は損失（△ ） 195 1,823 

経 常利益又 は損失（△ ） 323 1,540 

税金等調整前四半期純利益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
323 1,540 

親会社株主に帰属する四半期

純 利益又は 純損失（△ ） 
153 1,132 

1 株当たり 四半期純利 益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
6 円 43 銭 47 円 23 銭 

総 資 産 68,125 71,091 

純 資 産 38,276 39,387 

1 株 当 た り 純 資 産 1,588 円 30 銭 1,633 円 22 銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,667 △764

投資活動によるキャッシュ・フロー △823 △471

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,954 △290

現金及び現金同等物期末残高 11,054 9,493 

平成 27 年 3 月期（連結） （単位：百万円） 

第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

26 年 4 月～26年 6月 26 年 7 月～26年 9月 26 年 10 月～26 年 12月 27 年 1 月～27年 3月 

売 上 高 21,232 27,590 24,511 35,533 

売 上 総 利 益 2,981 5,432 5,102 7,400 

営 業利益又 は損失（△ ） △963 1,390 1,082 2,920 

経 常利益又 は損失（△ ） △1,080 1,657 1,458 2,788 

税金等調整前四半期純利益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△1,080 1,657 1,245 2,511 

親会社株主に帰属する四半期 

純 利益又は 純損失（△ ） 
△735 1,078 751 1,703 

1 株当たり 四半期純利 益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△30 円 72 銭 44 円 95 銭 31 円 30 銭 71 円 7 銭 

総 資 産 61,800 65,190 65,379 72,671 

純 資 産 34,471 35,815 36,660 38,285 

1 株 当 た り 純 資 産 1,428 円 71 銭 1,483 円 57 銭 1,518 円 53 銭 1,589 円 43 銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,201 △1,230 999 1,703 

投資活動によるキャッシュ・フロー △690 △950 △1,059 △818

財務活動によるキャッシュ・フロー △491 △248 △477 △349

現金及び現金同等物期末残高 10,218 7,965 7,614 8,140 

富士通フロンテック（株）(6945)平成28年3月期　第2四半期決算短信
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